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2. 主な調査結果 

１） 運動・スポーツ実施状況と実施頻度 

① 運動・スポーツの実施状況 

図表１に 2019 年 2 月～2020 年 1 月、2020 年 2～5 月に行われた運動・スポーツの種目別実施率を示し

た。2019 年 2 月～2020 年 1 月は「ウォーキング」27.6％が 1 位、以下「散歩（ぶらぶら歩き）」19.5％、「筋力

トレーニング」12.6％、「ジョギング・ランニング」7.3％、「体操（軽い体操、ラジオ体操など）」6.1％と続く。 

2020年2～5月は、「ウォーキング」27.1％が 1位、以下「散歩（ぶらぶら歩き）」18.4％、「筋力トレーニング」

11.4％、「ジョギング・ランニング」6.4％、「体操（軽い体操、ラジオ体操など）」5.9％と続く。実施率の高い上位

5種目は両期間において同様の結果であったが、実施率はどの種目も減少していた。 

上位 20種目について、実施率の減少が最も大きいのは、「水泳」の 2.7ポイント減（4.2％→1.5％）で、次い

で「ゴルフ（コース）」「ボウリング」「海水浴」が 2.5ポイント減であった。「海水浴」など季節によって実施率が変

化する種目を除くと、主に施設を利用して行う種目の実施率減少が確認された。 

 

 図表１ 種目別運動・スポーツ実施率 

 

順位 実　施　種　目
実施率

（％）
順位 実　施　種　目

実施率

（％）

1 ウォーキング 27.6 1 ウォーキング 27.1 

2 散歩（ぶらぶら歩き） 19.5 2 散歩（ぶらぶら歩き） 18.4 

3 筋力トレーニング 12.6 3 筋力トレーニング 11.4 

4 ジョギング・ランニング 7.3 4 ジョギング・ランニング 6.4 

5 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 6.1 5 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 5.9 

6 ゴルフ（コース） 5.5 6 サイクリング 4.0 

7 サイクリング 5.3 7 ゴルフ（コース） 3.0 

8 ゴルフ（練習場） 4.5 8 ゴルフ（練習場） 2.7 

9 水泳 4.2 9 ヨーガ 2.5 

10 ヨーガ 3.9 10 キャッチボール 2.1 

11 ボウリング 3.6 11 なわとび 1.8 

釣り 3.4 12 釣り 1.6 

ハイキング 3.4 エアロビックダンス 1.5 

14 海水浴 3.0 水泳 1.5 

15 登山 2.9 アクアエクササイズ（水中歩行・運動など） 1.3 

16 キャッチボール 2.8 ハイキング 1.3 

17 卓球 2.4 バドミントン 1.3 

18 バドミントン 2.3 サッカー 1.2 

19 キャンプ 2.2 テニス（硬式テニス） 1.2 

テニス（硬式テニス） 2.1 スキー 1.1 

アクアエクササイズ（水中歩行・運動など） 2.1 ボウリング 1.1 

45.7 49.9運動・スポーツは行っていない運動・スポーツは行っていない

20 20

2019年2月～2020年1月

（n=5,000）

2020年2～5月

（n=5,000）
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 図表 2 には性別の運動・スポーツ実施率を示した。男女ともに両期間での 1 位は「ウォーキング」、2 位「散

歩（ぶらぶら歩き）」、3 位「筋力トレーニング」であった。4 位以降は男女で違いがみられ、男性の 4 位は両期

間とも「ジョギング・ランニング」であり、5 位は 2019 年 2 月～2020 年 1 月は「ゴルフ（コース）」9.0％、2020

年 2～5 月は「サイクリング」5.2％であった。女性は両期間で 4 位「体操（軽い体操、ラジオ体操など）」、5 位

「ヨーガ」と続く。2020年 2月以降に実施率が減少した種目を性別でみると、 男性は「ゴルフ（コース）」の 3.9

ポイント減（9.0％→5.1％）が最も多く、次いで「ゴルフ（練習場）」の 2.8 ポイント減であった。女性は「水泳」の

2.8 ポイント減が最も多く、次いで「ヨーガ」の 2.4 ポイント減であった。スポーツ施設を利用して行う種目の実

施率減少がみられる。 

 

図表 2 性別の運動・スポーツ実施率 

 

 

 

順位 実　施　種　目
実施率

（％）
順位 実　施　種　目

実施率

（％）

1 ウォーキング 29.3 1 ウォーキング 29.1

2 散歩（ぶらぶら歩き） 18.7 2 散歩（ぶらぶら歩き） 17.8

3 筋力トレーニング 15.3 3 筋力トレーニング 14.3

4 ジョギング・ランニング 9.8 4 ジョギング・ランニング 8.8

5 ゴルフ（コース） 9.0 5 サイクリング 5.2

6 ゴルフ（練習場） 7.2 6 ゴルフ（コース） 5.1

7 サイクリング 7.0 7 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 4.5

8 釣り 4.9 8 ゴルフ（練習場） 4.4

9 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 4.7 9 キャッチボール 3.2

10 キャッチボール 4.2 10 釣り 2.5

順位 実施種目
実施率

（％）
順位 実施種目

実施率

（％）

1 ウォーキング 25.9 1 ウォーキング 25.2

2 散歩（ぶらぶら歩き） 20.2 2 散歩（ぶらぶら歩き） 19.0

3 筋力トレーニング 10.0 3 筋力トレーニング 8.6

4 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 7.4 4 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 7.4

5 ヨーガ 6.8 5 ヨーガ 4.4

6 ジョギング・ランニング 4.9 6 ジョギング・ランニング 4.1

7 水泳 4.3 7 サイクリング 2.8

8 サイクリング 3.6 8 なわとび 2.3

ハイキング 3.0 9 エアロビックダンス 2.0

ボウリング 3.0 10 水泳 1.5
9

男　　性　（n=2,471）

2019年2月～2020年1月 2020年2～5月

女　　性　（n=2,529）

2019年2月～2020年1月 2020年2～5月
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 図表 3 には各期間に行われた種目別運動・スポーツ実施率を年代別に示した。各年代、両期間で「ウォーキ

ング」の実施率が最も高く、18～59 歳は 20％台、60 歳代は 30％台、70 歳代は 40％台と中高齢者の「ウォ

ーキング」実施率は高い傾向がみられた。2 位 3 位の種目をみると、18～69 歳までは「散歩（ぶらぶら歩き）」

「筋力トレーニング」であり、70歳代では2位「散歩（ぶらぶら歩き）」、3位「体操（軽い体操、ラジオ体操など）」

であった。各年代の実施率上位 4 種目の実施期間による差はあまり大きくないが、「サッカー」「ゴルフ（コー

ス）」「ゴルフ（練習場）」「ボウリング」「水泳」などの施設を利用して実施する種目は、どの年代においても

2019年 2月～2020年 1月の実施率と比べて 2020年 2～5月の実施率は減少している。 

 

図表 3 年代別の運動・スポーツ実施率 

 

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

1 ウォーキング 20.4 1 ウォーキング 20.1 1 ウォーキング 21.3 1 ウォーキング 21.9

2 散歩（ぶらぶら歩き） 17.1 2 筋力トレーニング 17.9 2 散歩（ぶらぶら歩き） 17.1 2 散歩（ぶらぶら歩き） 16.3

3 筋力トレーニング 16.6 3 散歩（ぶらぶら歩き） 15.9 3 筋力トレーニング 14.5 3 筋力トレーニング 14.2

4 ジョギング・ランニング 11.0 4 ジョギング・ランニング 10.2 4 ジョギング・ランニング 10.7 4 ジョギング・ランニング 9.5

5 サイクリング 6.7 5 サイクリング 4.2 5 サイクリング 5.7 5 サイクリング 4.1

サッカー 5.6 6 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 3.8 6 釣り 3.9 6 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 3.7

ボウリング 5.6 キャッチボール 3.4 7 ヨーガ 3.8 7 なわとび 2.3

8 キャッチボール 4.8 サッカー 3.4 8 水泳 3.7 8 ヨーガ 2.2

9 海水浴 4.7 9 アイススケート 3.3 9 ゴルフ（コース） 3.6 9 キャッチボール 2.1

10 バドミントン 4.6 10 なわとび 2.7 10 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 3.3 10 釣り 1.8

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

1 ウォーキング 20.7 1 ウォーキング 20.6 1 ウォーキング 25.2 1 ウォーキング 25.7

2 散歩（ぶらぶら歩き） 15.9 2 散歩（ぶらぶら歩き） 14.4 2 散歩（ぶらぶら歩き） 16.3 2 散歩（ぶらぶら歩き） 16.0

3 筋力トレーニング 11.7 3 筋力トレーニング 10.3 3 筋力トレーニング 10.8 3 筋力トレーニング 9.2

4 ジョギング・ランニング 7.8 4 ジョギング・ランニング 6.9 4 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 5.6 4 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 6.3

5 サイクリング 5.4 5 サイクリング 4.4 5 ジョギング・ランニング 5.2 5 ジョギング・ランニング 4.9

ゴルフ（コース） 5.0 6 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 3.9 6 ヨーガ 4.7 6 サイクリング 3.7

水泳 5.0 7 なわとび 3.1 7 ゴルフ（コース） 4.5 7 ヨーガ 3.5

8 ボウリング 4.7 8 ゴルフ（コース） 2.9 8 サイクリング 4.1 ゴルフ（コース） 2.0

9 ゴルフ（練習場） 4.4 9 キャッチボール 2.6 9 ゴルフ（練習場） 3.9 ゴルフ（練習場） 2.0

体操（軽い体操、ラジオ体操など） 4.3 10 ヨーガ 2.4 10 登山 3.4 キャッチボール 1.6

釣り 4.3 ハイキング 1.6

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

順

位
実　施　種　目

実施率

(%)

1 ウォーキング 34.7 1 ウォーキング 33.4 1 ウォーキング 44.6 1 ウォーキング 42.5

2 散歩（ぶらぶら歩き） 22.2 2 散歩（ぶらぶら歩き） 21.2 2 散歩（ぶらぶら歩き） 29.3 2 散歩（ぶらぶら歩き） 27.9

3 筋力トレーニング 11.3 3 筋力トレーニング 8.4 3 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 13.4 3 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 12.6

4 ゴルフ（コース） 7.9 4 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 6.3 4 筋力トレーニング 11.0 4 筋力トレーニング 9.1

5 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 6.9 ゴルフ（コース） 4.7 5 ゴルフ（コース） 9.1 5 ゴルフ（コース） 5.5

6 ゴルフ（練習場） 5.9 ゴルフ（練習場） 4.7 6 ゴルフ（練習場） 6.8 6 ゴルフ（練習場） 3.7

7 ジョギング・ランニング 5.8 7 ジョギング・ランニング 4.4 7 水泳 5.9 7 サイクリング 3.3

8 ハイキング 5.7 8 サイクリング 3.9 8 ヨーガ 4.8 8 ヨーガ 2.9

9 サイクリング 5.2 ハイキング 2.5 9 サイクリング 4.6 9 ジョギング・ランニング 2.6

10 水泳 4.7 ヨーガ 2.5 10 ハイキング 4.3 10 水泳 2.5

2019年2月～2020年1月 2020年2～5月 2019年2月～2020年1月 2020年2～5月

5

8

10 10

60　歳　代　(n=937) 70　歳　代　(n=724)

6

9

18～29　歳　(n=766) 30　歳　代　(n=811)

2019年2月～2020年1月 2020年2～5月 2019年2月～2020年1月 2020年2～5月

7

40　歳　代　(n=958) 50　歳　代　(n=804)

2019年2月～2020年1月 2020年2～5月 2019年2月～2020年1月 2020年2～5月

6
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② 運動・スポーツの実施頻度 

 図表 4には 2019年 2月～2020年 1月と 2020年 2～5月の期間に運動・スポーツを実施した平均の日数

を示した。両期間とも「週に 5日以上」実施している人の割合が最も高かった（21.1％、20.7％）。2019年 2月

～2020 年 1 月の実施頻度は、「週に 3 日以上」19.3％、「週に 2 日以上」16.8％、「週に 1 日以上」17.6％で

あり、いずれも 2020年 2～5月と比較すると高い結果となった。一方、2020年 2～5月の実施頻度は、「月に

1～3日」16.7％、「3か月に 1～2日」7.4％であり 2019年 2月～2020年 1月よりも高い。 

 週に 5 日以上運動・スポーツを実施している層は新型コロナウイルス影響下においても、あまり変化は見ら

れなかったが、週に 1～3 日程度運動・スポーツを実施している人は、新型コロナウイルスの影響により運動・

スポーツの実施が妨げられて頻度が減少した可能性がある。 

 

図表 4 2019年 2月～2020年 1月と 2020年 2～5月の運動・スポーツ実施頻度 
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２） 新型コロナウイルスの影響により実施できなくなった種目・新たに始めた種目 

① 実施できなくなった種目  

 図表 5には 2019年 2月以降に実施していた運動・スポーツの中で、新型コロナウイルス感染拡大の影響で

実施できなくなった種目を示した。何らかの種目が実施できなくなった人は 56.0%で、運動・スポーツを実施

していた人の過半数を占めた。2020 年 5 月までの間に実施できなくなった割合が最も高い種目は「水泳」の

77.8％で、以下「野球」（71.9％）、「テニス（硬式テニス）」（70.4％）、「エアロビックダンス」（69.7％）、「ボウリ

ング」（67.9％）などの順であった。一方で「体操（軽い体操、ラジオ体操など）」9.8％、「なわとび」10.0％、「散

歩（ぶらぶら歩き）」12.8％と、自宅や自宅周辺で実施できる種目のできなくなった割合は低い傾向がみられ

た。 

できなくなった上位 10種目は、主に民間スポーツ施設や公共スポーツ施設で行われる運動・スポーツで占

められており、ウイルス感染拡大による施設休業の影響がうかがえる。 

  

図表 5 新型コロナウイルスの影響で実施できなくなった種目 

 

注 1）2019年 2月以降に実施していた種目のうち、新型コロナウイルス感染拡大の影響で実施できなくなったと回答した

者の割合 

注 2）2019年 2月～2020年 1月の 1年間で実施率が高かった上位 30種目から抽出   

 

 

 

 

 

 

順位 種　　　目 割合（%) 順位 種　　　目 割合（%)

1 水泳 77.8 16 ゴルフ（練習場） 49.8 

2 野球 71.9 17 バドミントン 46.2 

3 テニス（硬式テニス） 70.4 18 アイススケート 45.5 

4 エアロビックダンス 69.7 19 釣り 43.8 

5 ボウリング 67.9 20 スキー 43.0 

6 バスケットボール 63.6 21 スノーボード 32.3 

7 バレーボール 63.2 22 海水浴 32.1 

8 アクアエクササイズ（水中歩行・運動など） 61.7 23 キャッチボール 26.4 

9 卓球 59.4 24 筋力トレーニング 25.9 

10 ゴルフ（コース） 58.1 25 ジョギング・ランニング 22.5 

11 登山 56.8 26 ウォーキング 18.6 

12 ヨーガ 56.1 27 サイクリング 17.1 

13 サッカー 54.3 28 散歩（ぶらぶら歩き） 12.8 

14 ハイキング 51.7 29 なわとび 10.0 

15 キャンプ 50.8 30 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 9.8 

全　　体　（n=2,807）
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② 新たに始めた種目 

 図表 6に新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け 2020年 2～5月の間に新たに始めた種目を示した。 

「ウォーキング」が 22.3％と最も高く、次いで「筋力トレーニング」12.2％、「散歩（ぶらぶら歩き）」9.4％、「体操

（軽い体操、ラジオ体操など）」8.9％、「なわとび」7.6％と続く。新たに始めた割合の高い種目は、自宅や自宅

周辺でできる運動・スポーツが中心であった。 

何らかの種目を新たに始めた人は全体の 5.4％であり、性年代別にみると、18～29 歳女性が 12.0％と最

も高い（図表 7）。以下、18～29歳男性 6.6％、40歳代女性 6.5％と続く。性別にみると、何らかの種目を新た

に始めた人は男性（4.2％）よりも女性（6.5％）に多く、男女ともに若い世代の割合が最も高い。 

 

図表 6 新型コロナウイルスの影響で新たに実施した種目 

 

 

図表 7 何らかの種目を新たに始めた人（性・年代別） 

注）2020年 2～5月の間に新しく始めた種目が 1つ以上ある人 

 

 

 

 

順位 種　　　目 割合（%) 順位 種　　　目 割合（%)

1 ウォーキング 22.3 6 ジョギング・ランニング 5.6 

2 筋力トレーニング 12.2 7 サイクリング 1.8 

3 散歩（ぶらぶら歩き） 9.4 アクアエクササイズ（水中歩行・運動など） 1.5 

4 体操（軽い体操、ラジオ体操など） 8.9 エアロビックダンス 1.5 

5 なわとび 7.6 10 バドミントン 1.3 

全　　体　（n=395）

8
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３） 新型コロナウイルスの影響による生活の変化 

図表 8 に新型コロナウイルスの影響による生活の変化を全体、性別で示した。全体をみると、増えた項目は

「家族と過ごす時間」の 39.7％が最も高く、次いで「余暇時間（自由な時間）」（28.4％）、「家事や育児・介護の

時間」「一人で過ごす時間」（25.7％）であった。減った項目は、「買い物に行く回数」が 47.8％と最も高く、次い

で「通勤・通学時間／回数」（37.6％）、「働く時間や学校の時間」（33.3％）であった。新型コロナウイルスの影

響によりテレワークやオンライン授業の導入が進み、これまで通勤や通学、仕事や学業に充てられていた時間

の一部が、家族と過ごす時間や余暇時間に代わったと考えられる。 

性別にみると、「家族と過ごす時間」が増えた男性は 32.7％、女性は 46.4％と 13.7ポイント女性のほうが高

い。「余暇時間」が減ったと回答した男性は 7.5％、女性は 15.9％と 8.4 ポイントの差がある。さらに「家事や育

児・介護の時間」が増えたと回答した人は、男性 18.6％に対し女性 31.7％と 13.1 ポイント高く、男性よりも女

性への家事や育児などの負担は増えていると推察できる。また、「一人で過ごす時間」が減ったと回答した人は

男性 8.8％に対し、女性 23.6％と 14.8ポイントの差がみられ、新型コロナウイルスの影響による生活の変化は、

男性よりも女性に多い傾向が読み取れる。 

 

図表 8 新型コロナウイルスの影響による生活の変化 

 

注）各選択肢において「ない／していない」を除いて集計 
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４） 新型コロナウイルスの影響によるスポーツ環境の変化 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により変化した運動・スポーツの環境をみると、「特に変化がなかった」

が全体の 58.1％で最も高い。変化した環境で 1 番多い回答は「普段利用しているスポーツクラブやスポーツ

施設が休業になった」の 17.9％であった。また「自宅や自宅の周辺で運動・スポーツを行うこと」は増えた人

（12.4％）が減った人（6.9％）を上回っている。スポーツクラブやスポーツ施設が休業となった影響もあり、自

宅やその周辺で運動・スポーツを実施する人が増えたと考えられる。 

 

図表 9 新型コロナウイルスの影響により変化した運動・スポーツの環境 

 
 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により変化した運動・スポーツの環境を年代別にみると、「普段利用し

ているスポーツクラブやスポーツ施設が休業になった」は 50歳代 16.2％、60歳代 20.0％、70歳代 26.2％

と高齢層ほど割合が高い（図表 10）。40歳代以下ではスポーツクラブや施設の休業よりも「参加予定の大会

やイベントが中止となった」と回答した割合のほうが高く、18～29歳 19.5％、30歳代 16.0％、40歳代

18.4％であった。また各年代とも自宅やその周辺での運動・スポーツ実施は「減った」と回答した人よりも「増

えた」と回答した人が多い。さらに「特に変化はなかった」と回答した人は、50歳代（66.0％）が最も多く、この

世代をピークにここから高齢層、もしくは若年層になるに従って回答した割合は下がる。 

 

図表 10 新型コロナウイルスの影響により変化した運動・スポーツの環境（年代別）                (%) 

 

18~29歳

(n=766)

30歳代

(n=811)

40歳代

(n=958)

50歳代

(n=804)

60歳代

(n=937)

70歳代

(n=724)

普段利用しているスポーツクラブやスポーツ施設が休業になった 14.4 14.9 16.4 16.2 20.0 26.2

普段利用している近隣の公園や広場が利用できなくなった 12.0 14.2 9.6 7.8 8.0 9.9

参加する予定であった大会やイベントが中止になった 19.5 16.0 18.4 11.8 12.9 14.2

自宅や自宅の周辺で運動・スポーツを行うことが増えた 16.8 15.8 11.5 9.7 11.5 9.3

自宅や自宅の周辺で運動・スポーツを行うことが減った 6.4 6.7 6.6 6.3 7.0 8.6

 その他 0.1 0.2 0.1 0.7 1.2 1.7

 特に変化はなかった 54.7 55.7 60.2 66.0 57.8 53.0
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５） 新型コロナウイルスの影響下で取り組んでいる運動に関する情報の入手の有無と入手先 

図表 11 に運動・スポーツを行う上で、やり方や効果についての情報を入手している人の割合を示した。全

体の 19.9％は情報を入手していると回答している。また、情報を入手している人に対して入手先をたずねたと

ころ、「地方自治体や国」の 45.3％が最も高く、「ユーチューバーやインスタグラマー」25.7％、「スポーツ関連

企業や団体」21.8％と続く。性別、年代別にみると、「地方自治体や国」は男性 50.2％、女性 40.8％、「スポー

ツ関連企業や団体」は男性 29.8％、女性 14.4％と男性が女性よりも 10 ポイント以上高い割合を示している

（図表 12）。一方、「ユーチューバーやインスタグラマー」は男性 19.7％、女性 31.2％と 11.5ポイント女性のほ

うが高い。特に 18～29歳女性は 68.8％と突出した割合を示している。男性の中でも 18～29歳は「ユーチュ

ーバーやインスタグラマー」と回答した割合が 29.4％と最も高く、新型コロナウイルスの感染が広がる中で、

他の世代に比べて若い世代はユーチューバーやインスタグラマーから情報を得ながら運動・スポーツを実施

している人が多い様子がうかがえる。 

 

図表 11 情報の入手先 

 

 

図表 12 情報の入手先（性・年代別）                                      (%) 

 

 

そ

の

他

18～29歳 85 41.2 34.1 21.2 20.0 17.6 29.4 2.4

30歳代 82 48.8 32.9 17.1 14.6 22.0 26.8 2.4

40歳代 80 40.0 33.8 26.3 11.3 20.0 15.0 6.3

50歳代 64 48.4 28.1 14.1 9.4 18.8 21.9 4.7

60歳代 83 59.0 25.3 19.3 6.0 20.5 13.3 10.8

70歳代 82 63.4 24.4 15.9 4.9 14.6 12.2 4.9

合計 476 50.2 29.8 19.1 11.1 18.9 19.7 5.3

18～29歳 77 19.5 10.4 6.5 10.4 10.4 68.8 1.3

30歳代 71 38.0 18.3 22.5 14.1 14.1 33.8 1.4

40歳代 78 44.9 21.8 23.1 5.1 19.2 34.6 5.1

50歳代 76 42.1 6.6 22.4 5.3 18.4 22.4 6.6

60歳代 106 38.7 13.2 22.6 3.8 16.0 20.8 12.3

70歳代 112 55.4 16.1 35.7 1.8 12.5 17.0 9.8

合計 520 40.8 14.4 23.1 6.2 15.0 31.2 6.7
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６） スポーツ観戦状況 

① 直接スポーツ観戦 

図表 13には、2019年 2月～2020年 1月までの期間に競技場やグラウンド等で直接スポーツを観戦した

人の割合上位 5 種目を示した。この期間に何かしらのスポーツを直接観戦した人の割合は 19.5％であり、種

目ごとにみると「プロ野球（NPB）」10.3％が最も高く、「Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３）」3.6％、「高校野球」3.0％などと

続く。性別にみると男女ともに 1 位は「プロ野球（NPB）」であり、男性（13.2％）は女性（7.4％）よりも 5.8 ポイ

ント高い。男性の 2 位以下は「Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３）」5.0％、「高校野球」4.3％、「ラグビー」3.3％、「マラソン・

駅伝」3.0％と続く。女性の 2 位以下は「フィギュアスケート」2.7％、「Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３）」2.3％、「マラソン・

駅伝」2.2％、「高校野球」「大相撲」1.7％と続く。 

 年代別にみると、全年代の 1 位は「プロ野球（NPB）」であり、観戦率は 18～29 歳の 12.9％が最も高く、以

下、40 歳代 10.9％、60 歳代 9.9％、30 歳代 9.4％、50 歳代 9.3％、70 歳代 9.1％と続く。2 位以下は 18～

49歳までは「Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３）」と「高校野球」が 2、3位を占めているが、50歳代は 2位「ラグビー」、3位

「高校野球」、60・70歳代は 2位「マラソン・駅伝」、3位「大相撲」であった。 
 

図表 13 種目別直接スポーツ観戦率（性別・年代別） 

 

順

位
観　戦　種　目

観戦率

(％)

順

位
観　戦　種　目

観戦率

(％)

順

位
観　戦　種　目

観戦率

(％)

1 プロ野球（ＮＰＢ） 10.3 1 プロ野球（ＮＰＢ） 13.2 1 プロ野球（ＮＰＢ） 7.4

2 Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３） 3.6 2 Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３） 5.0 2 フィギュアスケート 2.7

3 高校野球 3.0 3 高校野球 4.3 3 Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３） 2.3

4 マラソン・駅伝 2.6 4 ラグビー 3.3 4 マラソン・駅伝 2.2

5 ラグビー 2.4 5 マラソン・駅伝 3.0 高校野球 1.7

80.5 76.3 大相撲 1.7

84.7

順

位
観　戦　種　目

観戦率

(％)

順

位
観　戦　種　目

観戦率

(％)

順

位
観　戦　種　目

観戦率

(％)

1 プロ野球（ＮＰＢ） 12.9 1 プロ野球（ＮＰＢ） 9.4 1 プロ野球（ＮＰＢ） 10.9

2 高校野球 4.4 2 Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３） 6.0 2 Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３） 3.5

3 Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３） 4.2 3 高校野球 2.8 3 高校野球 2.7

4 アマチュア野球(大学、社会人など) 2.2 4 2.3 4 ラグビー 2.7

5 メジャーリーグ(アメリカ大リーグ) 2.1 5 マラソン・駅伝 2.1 5 フィギュアスケート 2.4

77.4 80.4 79.9

順

位
観　戦　種　目

観戦率

(％)

順

位
観　戦　種　目

観戦率

(％)

順

位
観　戦　種　目

観戦率

(％)

1 プロ野球（ＮＰＢ） 9.3 1 プロ野球（ＮＰＢ） 9.9 1 プロ野球（ＮＰＢ） 9.1

2 ラグビー 2.6 2 マラソン・駅伝 3.6 2 マラソン・駅伝 4.7

3 高校野球 2.4 3 大相撲 3.3 3 大相撲 4.6

4 Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３） 2.2 4 Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３） 3.2 4 フィギュアスケート 3.9

マラソン・駅伝 1.7 5 ラグビー 3.1 高校野球 2.8

フィギュアスケート 1.7 81.1 プロゴルフ 2.8

82.0 82.5

18～29　歳　(n=766) 30　歳　代　(n=811) 40　歳　代　(n=958)

この期間にスポーツ観戦はしていないこの期間にスポーツ観戦はしていない

この期間にスポーツ観戦はしていない

全　体　 (n=5,000) 男　性　(n=2,471) 女　性　(n=2,529)

5

この期間にスポーツ観戦はしていない

この期間にスポーツ観戦はしていない

この期間にスポーツ観戦はしていない

この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない この期間にスポーツ観戦はしていない

50　歳　代　(n=804) 60　歳　代　(n=937) 70　歳　代　(n=724)

5 5

サッカー日本代表試合(五輪代表含む)
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②テレビやインターネットによるスポーツ観戦 

 図表 14 には 2019 年 2 月～2020 年 1 月と 2020 年 2～5 月のテレビやインターネットでの種目別観戦率

を示した。2019年 2月～2020年 1月までの間の全体の観戦率は 41.6％（100－「この期間にスポーツ観戦

はしていない」58.4％）、男性 48.0％、女性 35.3％であり 12.7 ポイント男性のほうが高い。年代別にみると、

70歳代の観戦率が 57.5％と最も高く、60歳代 47.0％、40歳代 38.3％と続く。 

2020 年 2～5 月をみると、全体の観戦率は 16.3％であり 2019 年 1 月～2020 年 2 月より 25.3 ポイント

低い（41.6％→16.3％）。性別にみると男性 21.8％女性 11.0％であり、両期間の差は男性 26.2 ポイント、女

性 24.3ポイントであった。年代別の観戦率は、70歳代が 19.2％ともっと高く、以下 18～29歳 17.4％、30歳

代 17.0％と続く。両期間の観戦率で最も差が大きかった年代は 70 歳代の 38.3 ポイントであり、最も小さか

った年代は 18～29 歳の 16.5 ポイントであった。2～5 月に大会や試合を行わない種目もあり観戦率に一定

の差は出てしまうものの、新型コロナウイルスの影響によりプロスポーツの開幕延期や大会の中止などの影

響もあったと考えられる。 

種目別観戦率をみると、2019年 2月～2020年 1月の全体では「プロ野球（NPB）」21.3％が最も高く、以

下「高校野球」16.8％、「マラソン・駅伝」16.7％、「大相撲」15.2％、「フィギュアスケート」13.6％と続く。性別に

みると男性の１位は「プロ野球（NPB）」28.4％、2 位「高校野球」20.9％、女性の１位は「フィギュアスケート」

17.2％、2位「プロ野球（NPB）」14.4％であった。年代別にみると、18歳から 69歳までは「プロ野球（NPB）」

が 1位で、70歳代は「大相撲」が 1位であった。 

2020 年 2～5 月では「大相撲」の観戦率が 5.0％と最も高かった。以下「プロ野球（NPB）」4.6％、「マラソ

ン・駅伝」2.3％、「フィギュアスケート」2.0％と続く。2019年 2月～2020年 1月の観戦率との差が最も大きか

った種目は「プロ野球（NPB）」16.7 ポイントであり、次いで「高校野球」15.8 ポイントであった。プロ野球の開

幕延期や選抜高等学校野球大会中止の影響がみられる。性別にみると男女ともに「大相撲」が 1 位（6.9％、

3.2％）であり、男性の 2位は「プロ野球（NPB）」6.8％、女性の 2位は「フィギュアスケート」2.9％であった。年

代別にみると、18～39 歳と 50 歳代の 1 位は「プロ野球（NPB）」、40 歳代と 60 歳代以上では「大相撲」が 1

位であった。各年代で人気のある「プロ野球（NPB）」の両期間の観戦率の差をみると、18～29 歳の 8.9 ポイ

ントが最も小さく、70 歳代の 29.0 ポイントが最も大きかった。若い世代はインターネットを利用して 3 月に行

われていたプロ野球のオープン戦などを観戦したと考えられるが、70 歳代の観戦スタイルはテレビが中心と

考えられるため、開幕延期の影響を受け大きな差が出たと推察される。 
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図表 14 テレビやインターネットで観戦した種目（全体・性別・年代別） 

 

 

７） 新型コロナウイルスによるスポーツ観戦への影響 

図表 15 に新型コロナウイルスの感染拡大によるスポーツ観戦への影響を示した。具体的な影響は、「テレ

ビやインターネットで観戦したいスポーツの試合が延期や中止となった」（15.7％）が最も多く、「テレビや動画

配信サービスで放映されるオリンピックやプロスポーツなどの過去の試合映像や名勝負・名場面をみるように

なった」（11.0％）、「スタジアムや競技場で直接観戦したいスポーツの試合が延期や中止になった」（8.4％）と

続いている。 

 
図表 15 新型コロナウイルス感染拡大によるスポーツ観戦への影響 

 

2020年

2～5月

2020年

2～5月

2020年

2～5月

1 プロ野球（ＮＰＢ） 21.3 4.6 1 プロ野球（ＮＰＢ） 28.4 6.8 1 フィギュアスケート 17.2 2.9

2 高校野球 16.8 1.0 2 高校野球 20.9 1.4 2 プロ野球（ＮＰＢ） 14.4 2.5

3 マラソン・駅伝 16.7 2.3 3 大相撲 19.5 6.9 3 マラソン・駅伝 14.4 1.5

4 大相撲 15.2 5.0 4 マラソン・駅伝 19.0 3.2 4 高校野球 12.9 0.7

5 フィギュアスケート 13.6 2.0 5 ラグビー 16.6 1.8 5 大相撲 11.1 3.2

58.4 83.7 52.0 78.2 64.7 89.0

2020年

2～5月

2020年

2～5月

2020年

2～5月

1 プロ野球（ＮＰＢ） 15.7 6.8 1 プロ野球（ＮＰＢ） 16.8 6.0 1 プロ野球（ＮＰＢ） 21.0 3.7

2 高校野球 10.2 1.3 2 高校野球 11.6 2.2 2 高校野球 15.1 0.8

3 サッカー日本代表試合(五輪代表含む) 7.7 1.4 3 サッカー日本代表試合(五輪代表含む) 9.1 1.2 3 マラソン・駅伝 12.9 2.8

4 マラソン・駅伝 7.2 0.9 4 マラソン・駅伝 9.1 2.0 4 ラグビー 12.1 1.8

5 Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３） 7.0 2.3 5 Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３） 8.9 3.5 5 大相撲 11.8 4.3

66.1 82.6 64.1 83.0 61.7 84.1

2020年

2～5月

2020年

2～5月

2020年

2～5月

1 プロ野球（ＮＰＢ） 18.9 4.7 1 プロ野球（ＮＰＢ） 23.5 3.3 1 大相撲 35.2 11.3

2 マラソン・駅伝 15.9 1.1 2 マラソン・駅伝 22.6 2.8 2 マラソン・駅伝 33.3 4.4

3 高校野球 15.7 0.5 3 大相撲 20.7 6.3 3 プロ野球（ＮＰＢ） 32.5 3.5

4 フィギュアスケート 14.8 1.9 4 高校野球 19.6 0.4 4 高校野球 29.6 1.0

5 ラグビー 13.9 1.2 5 フィギュアスケート 19.3 3.1 5 フィギュアスケート 24.9 2.8

62.1 86.8 53.0 84.3 42.5 80.8
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８） 今後運動・スポーツを実施する際に気を付けたいこと 

今後運動・スポーツを実施する際に最も気を付けたいことを図表 16 に示した。全体のうち 67.5％（100－

「特に気を付けることはない」32.5％）が気を付けたいことがあると考えている。気を付けたい内容として最も

多かった回答は、「三つの密（密閉・密集・密接）の条件が揃う場所で運動・スポーツを実施しないようにする」

（24.0％）であった。また「筋力トレーニングやヨーガなど自宅で行える運動・スポーツを中心に実施する」は男

性（7.8％）に対して女性（15.5％）の割合が高い。今後は三つの密（密閉・密集・密接）になりにくい、自宅やそ

の周辺でできる運動・スポーツのニーズが高まると推測される。 

 
図表 16 今後運動・スポーツを実施する際に、最も気を付けたいこと  

 

 

９） スポーツ観戦再開に向けてイベント主催者に期待する対策 

今後スタジアムや競技場に足を運んでのスポーツ観戦を再開するために、イベント主催者に期待する対策

を図表 17 に示した。期待する割合が最も高い対策は「アルコール消毒設備の設置やスタッフのマスク着用、

室内の換気」の 31.8％で、以下「人と人との間隔を確保するための入場者数の制限や誘導」（24.6％）、「来場

者へマスク着用を呼び掛けるなど、感染拡大防止のための注意喚起」（18.0％）と続く。新型コロナウイルスへ

の感染対策を講じた上での観戦再開を期待する人がいる一方、「今後しばらくはスタジアムや競技場での観

戦を控える」と回答した人は 9.9％と、一定数は観戦再開に慎重な姿勢を示している。年代別にみると、今後し

ばらくは観戦を控えると回答した 40 歳以上の割合はいずれも約 11％であるのに対し、18～29 歳は 6.3％、

30歳代は 8.6％と、若い世代ほど観戦を控えると回答した人の割合は低い（図表 18）。2020年 1月までの直

接観戦率は 20歳代以下と 30歳代で高くなっており、年代による観戦率の差が、観戦再開への意識の違いに

影響していると推察される。 
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図表 17 スポーツ観戦再開に向けてイベント主催者に期待する対策 

 

 
 
図表 18 今後しばらくは直接観戦を控えると回答した割合（年代別）                     （％） 

 

 

１０）  東京 2020オリンピック・パラリンピック大会への期待 

図表 19に、2021年に延期された東京 2020オリンピック・パラリンピックについてどう思うかを示した。楽し

みと回答した人（「とても楽しみ」と「やや楽しみ」の合計）は 29.3％で、楽しみでないと回答した人（「あまり楽

しみではない」と「まったく楽しみではない」の合計）は 37.1％、どちらともいえないと回答した人は 33.5％で

あった。新型コロナウイルスの影響を受け開催が 1年間延期され、今後、期待感がどう変化するか注目してい

きたい。 

 

図表 19 東京 2020オリンピック・パラリンピックへの期待 
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